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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月19日(2014.12.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに付着された多孔性拡散層と反応層とを備えるガス拡散電極を調製する方法であっ
て、
　前記拡散層は、
　ｉ）ａ）犠牲材料、ｂ）フッ素重合体、およびｃ）金属系材料を混合するステップであ
って、前記犠牲材料が約２７５℃より低い放出温度を有し、混合された成分ａ）～ｃ）の
総重量に基づく１～２５重量％までの量で加えられる、混合するステップと、
　ｉｉ）ステップｉ）の前記混合物から拡散層を形成するステップと、
　ｉｉｉ）前記拡散層から前記犠牲材料の少なくとも一部を放出するように２７５℃より
も低い温度に前記形成拡散層を加熱するステップであって、前記犠牲材料の放出後、前記
拡散層の多孔率が６０～９５％となるようにする、加熱するステップと
によって調製される、方法。
【請求項２】
　前記拡散層および前記反応層が、相互に押圧される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ガス拡散電極が、基板を備える、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記拡散層が、少なくとも１００℃の温度に加熱される、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
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　前記拡散層が、少なくとも１５０℃の温度に加熱される、請求項１から４のいずれか一
項に記載の方法。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか一項に記載の方法によって取得可能なガス拡散電極。
【請求項７】
　互いに付着された多孔性拡散層と反応層とを備えるガス拡散電極であって、前記拡散層
が６０～９５％の範囲にわたる多孔率を有し、前記拡散層の密度が２～７ｇ／ｃｍ３の範
囲にあり、ポリマー対金属の重量比が５：１００～４０：１００の範囲にある、ガス拡散
電極。
【請求項８】
　前記拡散層の多孔率が、６５～８５％の範囲にわたる、請求項６または７に記載のガス
拡散電極。
【請求項９】
　前記電極が基板をさらに備える、請求項６から８のいずれか一項に記載のガス拡散電極
。
【請求項１０】
　前記拡散層が１０～４００μｍの範囲にわたる細孔を有する、請求項６から９のいずれ
か一項に記載のガス拡散電極。
【請求項１１】
　前記電極が親水性層を備える、請求項６から１０のいずれか一項に記載のガス拡散電極
。
【請求項１２】
　前記電極に集電体が配置される、請求項６から１１のいずれか一項に記載のガス拡散電
極。
【請求項１３】
　槽を陽極区画および陰極区画に分割するセパレータを備える電解槽であって、請求項６
から１２のいずれか一項に記載の電極が前記陰極区画に配置される、電解槽。
【請求項１４】
　請求項６から１２のいずれか一項に記載のガス拡散電極を備える、燃料電池。
【請求項１５】
　請求項６から１２のいずれか一項に記載のガス拡散電極を備える、金属－空気電池。
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